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ス
ペ
イ
ン
風
邪
は
、
一
九
一
八
年
か
ら
二
〇
年
に
流
行
し
、
死
者
は
世
界
で
四
〇
〇
〇
万
人
（
第

一
次
世
界
大
戦
の
四
倍
）、
日
本
で
四
五
万
人
（
関
東
大
震
災
の
五
倍
弱
）
と
二
〇
世
紀
最
大
の
人
的

被
害
を
出
し
た
。
と
こ
ろ
が
欧
州
で
は
世
界
大
戦
の
最
中
で
あ
り
、
統
計
は
不
正
確
で
纏
ま
っ
た
文

献
は
な
く
、
日
本
で
も
直
後
に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
復
旧
に
追
わ
れ
、
文
献
は
内
務
省
衛
生
局
の

調
査
報
告
書
『
流
行
性
感
冒
』
が
唯
一
で
あ
り
、
歴
史
の
記
録
・
記
憶
か
ら
無
視
さ
れ
て
い
る
。 

  

歴
史
人
口
学
で
第
一
人
者
の
速
水

は

や

み

融
あ
き
ら

さ
ん
は
、
大
勢
の
死
者
か
ら
何
の
教
訓
も
得
て
い
な
い
こ
と

を
無
念
に
思
い
独
自
に
研
究
を
行
っ
て
、
大
著
『
日
本
を
襲
っ
た
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
』

を
著
し
た
。
出
版
は
二
〇
〇
六
年
で
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ト
リ
、
ブ
タ
、
ヒ
ト
を
経
て
ヒ
ト

間
流
行
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。 

研
究
の
基
本
資
料
と
し
て
、
官
庁
の
公
表
数
値
と
当
時
の
各
地
の
地
方
新
聞
を
使
う
。「
超
過
死
亡
」

（
特
定
の
病
気
の
流
行
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
病
因
の
平
常
年
の
死
亡
数
と
流
行
年
の
死
亡
数
の
差
）

の
手
法
を
用
い
感
染
の
死
亡
者
数
を
推
測
し
、
国
内
四
五
万
人
（
従
来
は
三
八
万
人
）、
外
地
（
朝
鮮
、

樺
太
、
台
湾
）
二
九
万
人
と
し
た
。
ま
た
、
興
味
深
か
っ
た
の
は
、 

① 

年
齢
別
死
亡
者
の
ピ
ー
ク
は
青
壮
年
層
（
二
〇
代
、
三
〇
代
） 

② 

流
行
の
起
点
は
主
と
し
て
軍
隊 

③ 

医
師
の
罹
患
（
医
療
崩
壊
の
兆
し
） 

等
で
あ
る
。 

  

著
者
は
二
〇
一
九
年
に
亡
く
な
っ
た
の
で
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
は
触
れ
て
い
な

い
。
私
な
り
に
一
〇
〇
年
前
の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
今
回
の
コ
ロ
ナ
を
比
較
し
て
み
よ
う
。 

（
相
同
点
） 

① 

「
空
気
感
染
」
で
あ
り
、
唯
一
・
最
善
の
対
策
は
接
触
を
避
け
る
こ
と 

② 

発
生
と
終
結
の
プ
ロ
セ
ス
は
不
明
瞭 

（
相
違
点
） 

① 

ウ
イ
ル
ス
学
の
進
歩
（
電
子
顕
微
鏡
の
普
及
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
構
造
分
析
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
活
用
等
） 

② 

今
回
の
日
本
の
年
齢
別
死
亡
者
は
、
八
〇
歳
以
上
が
大
半
で
四
〇
歳
以
下
は
僅
少 

③ 

今
回
の
死
亡
者
は
世
界
で
六
九
〇
万
人
、
日
本
で
七
・
四
万
人
と
、
大
幅
に
減
少
。
た
だ
し
、
流

行
期
間
は
二
倍
か
ら
三
倍
長
い
。 

 

今
回
の
コ
ロ
ナ
死
亡
者
数
を
「
超
過
死
亡
」
を
使
い
検
証
し
て
み
る
と
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。 


